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平成29年６月橋本市議会定例会会議録（第３号）その２ 

平成29年６月19日（月） 

                                           

                                        

（午前９時30分 開議） 

○議長（岡 弘悟君）おはようございます。 

 ただ今の出席議員数は20人で全員でありま

す。 

                     

○議長（岡 弘悟君）これより本日の会議を

開きます。 

 この際、報告いたします。 

 市長から平成29年６月19日付、橋総第178

号をもって追加議案１件が送付されておりま

す。議案はお手元に配付しております。これ

を今会期中にご審議願うことといたします。 

 以上で報告を終わります。 

                     

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（岡 弘悟君）これより日程に入り、

日程第１ 会議録署名議員の指名 を行いま

す。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第88条

の規定により、議長において、２番 石橋君、

13番 樽井君の２人を指名いたします。 

                     

 日程第２ 一般質問 

○議長（岡 弘悟君）日程第２ 一般質問を

行います。今回の一般質問の通告者は14人で

あります。 

 質問は会議規則第62条の規定により、別紙

の順番により発言を許します。 

 順番１、５番 坂口君。 

〔５番（坂口親宏君）登壇〕 

○５番（坂口親宏君）皆さん、おはようござ

います。 

 朝一番の一般質問の１番目、おはようござ

いますというあいさつを私のような者がさせ

ていただいて大変恐縮でございます。 

 議員になって初めて、一般質問の初日の１

番バッターというか最初の質問者ということ

になりますが、議員になってずっと思ってお

りました、一般質問のトップバッターという

のはこの演壇に立ってどんな気持ちなんだろ

うというふうにずっと思っておりましたが、

今ここに立ちまして、声を出しておりますと、

言葉にすると、真冬に降り積もった校庭の新

雪を、運動靴を踏み入れてきしきしと新雪の

中で自分の足跡を入れるような、そんな心境

です。本当に新鮮な気持ちだなという感じが

いたしました。 

 でも、新鮮というふうに申し上げましても、

今回私が質問させていただくのは３項目です。

いずれも過去に質問をした内容の進捗を伺っ

てまいります。進捗といいましても、復習シ

リーズというふうに私は呼んでおりますけれ

ども、ふくしゅうといいましてもリベンジで

はございません。レビューのほうです。皆さ

んの記憶をもう一度呼び起こしながら、私が

過去に質問をした内容を改めて行政担当者、

当局の皆さんから進捗を伺っていきたいと思

います。 

 今回は３項目になるんですが、前畑の朝ド

ラ関係、ＤＭＯ、それからスポーツツーリズ

ム関係なんですが、先週の金曜日になります

けれども、岐阜市議会の一般質問の１番目に、

盟友の信田朝次市会議員が前畑関係の一般質

問をされておりました。今回、信田議員も前

畑関係の質問を総仕上げという意味でするの

で坂口さんもどうですかということで仰せつ

かりましたので、私も岐阜と足並みを合わせ

て私のほうも一般質問をさせていただきなが
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ら、進捗を伺おうかなというふうに思ってお

ります。 

 岐阜市民ら署名16万筆という、これ中日新

聞です。信田議員が一般質問をされた翌日、

６月17日付の中日新聞です。このようなファ

ックスを頂戴しております。見出しだけ読み

上げますと、前畑さん生涯、朝ドラにという、

もう本当に朝ドラの誘致が決まったような見

出しになっておりますけれども、岐阜のほう

は岐阜市民ら署名16万筆です。本当にありが

たいですね。３年前にこの６月市議会の一般

質問で私が可能性をお尋ねしてからはや３年

の歳月が流れましたが、岐阜市民の皆さんが、

市民の会の皆さんをはじめ16万筆ですよ。本

当、星の数ほど集まりました。星の数ほどで

す。市長らＮＨＫに提出へというこのような

見出しもありますけれども、これが中日新聞

の６月17日付の新聞です。 

 こちらも岐阜新聞６月17日付、こちらのほ

うもファックスをいただいております。前畑

頑張れ朝ドラ化活動、署名16万人集まる、岐

阜市民有志、来月ＮＨＫへというふうに書か

れております。ちょっと新聞記事を読ませて

いただきますと、16日の市議会定例会で市民

の会事務局を務めた信田朝次市議が署名活動

の結果を公表し、協力者に感謝を示したと。

市民を代表してＮＨＫへ署名を届ける細江市

長は、皆さまの思いを上田会長にしっかりと

お届けしたいと話したと、このように一般質

問の当局側、細江市長の答弁の内容も紹介を

されております。 

 すばらしい、本当に、可能性を投じて本当

に、岐阜市、それから忘れてはならないのが

名古屋の皆さん、そしてもちろん橋本市近辺

の皆さんの本当に多くの署名をいただきまし

た。きょうはこの後、当局側からその進捗状

況などのご説明があろうかと思います。 

 皆さん見てますか、「ひよっこ」。今、98作

目ですね、ＮＨＫの朝ドラの「ひよっこ」。「べ

っぴんさん」が、前作が同僚議員の評価では

あまりよくなかったんですが、朝から暗いと。

でも、この98作目の「ひよっこ」はとても明

るい、いい番組になってますよね。私もけさ

見てまいりました。矢田部みね子さんのお父

さん、早く見つかるといいですね。あんまり

似てませんか。なまりも本当に地方感をよく

示しまして、本当にすばらしい作品に仕上が

ってると思います。これが96作目です。です

から、97作目、この秋の「わろてんか」が97

作目になります。舞台が京都市と大阪市です。

98作目、せんだってＮＨＫから発表がありま

した「半分、青い。」という作品、これが岐阜

市と東京都が舞台になっている作品です。 

 我々がめざしている2019年10月のスタート、

これが101作目という勘定になるんですが、

100作目が、ですから、さかのぼって2019年の

４月スタートになります。この100作目という

のがＮＨＫとしてもどのような考えをお持ち

になってるのかといいますと、せんだって４

月だったかな、ＮＨＫカルチャーセンターで、

渋谷の東京放送センターの制作局長、若泉局

長が講演をされました。私も講演を拝聴しに

行かせていただきまして、そのときのテーマ

がＮＨＫのドラマ制作についてという若泉局

長のテーマだったんですが、100作目について

は記念の作品を企画したいと、このようにお

っしゃっていました。記念の作品というのは、

当然ＮＨＫとしましてもこれまでにないエポ

ックメイキングな作品をつくろうというお話

だと思います。 

 可能性としましては、東京制作、大阪制作、

今、上半期、下半期それぞれになっているん

ですが、考えられる可能性としましては、東

京と大阪の共同制作になる可能性があります。

この場合は、今まで半年ごとの制作でテーマ

が変わっていたんですけれども、１年を通し
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ての作品になる可能性があります。これはあ

くまでも可能性ですけれども。そうした場合、

2019年のテーマとしましては、2019年、既に

大河ドラマ、これは「いだてん」というオリ

ンピックをテーマ、東京にオリンピックを誘

致したテーマの作品が決まっていますので、

１年を通しての作品といいますと、やはりオ

リンピックを意識した作品にならざるを得な

いという感じがいたします。ですから、「いだ

てん」と内容がかぶらないということになり

ましたら、「いだてん」は陸上競技をテーマに

した作品になろうかと思いますので、恐らく

水泳になればいいかなというふうに思います。

これはあくまでも情報です。東京制作と大阪

制作の大きな作品で2019年４月スタートで、

前畑秀子の朝ドラが取り上げられたらいいな

という、そういう思惑です。 

 そうすると、恐らくＮＨＫの発表という事

態が早目になる、前倒しになる可能性があり

ます。我々が想定している来年いっぱい、３

月いっぱいのＮＨＫの発表というのがひょっ

とするとこの秋になるかもしれません。 

 若泉局長のその後のお話、講演の後、私は

立ち話ですけれどもお話をさせていただきま

した。このようなことをおっしゃっています。

このようなお話です。私、前畑関係の話を３

市で共同で今、ＮＨＫにお願いをしている最

中ですよというようなお話を申し上げたんで

すが、ご案内の企画につきましては勉強して

真摯に検討させていただいております。今後

とも何とぞよろしくお願いしますという、後

で丁寧なメールもいただいたんですけれども、

要は、前畑関係の今まで我々が、議員の皆さ

ん、岐阜の議員、あるいは名古屋の議員と一

緒にＮＨＫに行って、いろいろな情報提出を

しておりますけれども、それは当然、ＮＨＫ

の制作サイドに伝わって、当然、勉強させて

いただいている、選択肢の一つになっている、

十分な研究対象になっているという、そうい

ったお話になろうかと思います。 

 といったところが、私が知り得ている今ま

での情報です。この後の進捗状況、３市と並

んでの進捗状況を大変楽しみにしております。 

 それでは、議長のお許しをいただいており

ますので、通告書を音読させていただきます。 

 発言事項一つ目、前畑秀子さんをヒロイン

とするＮＨＫ朝ドラ誘致活動の進捗と本年の

ガンバレの日の企画を伺ってまいります。 

 二つ目、設立準備が進められているＤＭＯ

の地域活性化の役割と課題、さらに組織づく

りの進捗を伺ってまいります。 

 ３番目、スポーツツーリズムの推進を掲げ

ている本市において、2020年東京オリンピッ

ク・パラリンピックに向けてナショナルチー

ムのキャンプ地誘致活動への取り組みと進捗

を伺ってまいります。 

 以上、３項目、レビューシリーズ、復習シ

リーズになろうかと思います。今まで再度お

尋ねしたこともその進捗を伺ってまいります

ので、改めて現在の状況などをお話しいただ

ければと思います。 

 以上で通告書の内容になります。それでは、

ご答弁をお願いいたします。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君の質問項

目１、ＮＨＫ朝ドラ誘致活動の進捗とガンバ

レの日の企画に対する答弁を求めます。 

 総合政策部長。 

〔総合政策部長（上田力也君）登壇〕 

○総合政策部長（上田力也君）皆さん、おは

ようございます。 

 前畑秀子さんをヒロインとする朝ドラ誘致

活動の進捗状況と本年のガンバレの日の企画

についてお答えいたします。 

 本年４月に本市の機構改革により、国道24

号沿い橋本橋北詰に朝ドラ誘致室を新たに設

置し、職員２名体制で朝ドラ誘致活動に取り
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組んでいるところです。 

 誘致活動の進捗については、昨年12月の市

議会定例会において５番議員の一般質問に対

し、朝ドラ誘致活動について答弁いたしまし

たが、それ以降の誘致活動といたしましては、

昨年12月18日に橋本市民会館におきまして、

オリンピック金メダル獲得、前畑秀子80周年、

古川勝60周年顕彰シンポジウムを開催いたし

ました。 

 また、本年１月29日にはイーブルなごやホ

ールで開催された前畑さんに関する公開講演

会や、２月９日の東海和歌山県人会、４月13

日から16日まで名古屋市ガイシアリーナで開

催された第93回日本選手権水泳競技大会や５

月28日に同じ会場で開催された名古屋市マス

ターズ水泳大会などで朝ドラ誘致ＰＲや署名

活動を行っており、今後も名古屋市、岐阜市

とも連携して積極的に取り組んでいきます。 

 今後の活動スケジュールとしては、2020年

の東京オリンピックを控え、ＮＨＫが2019年

の朝ドラを決定するのは放映１年前の2018年

と見込んでいることから、本年７月にＮＨＫ

東京放送局に、名古屋市、岐阜市、橋本市の

３市の首長による朝ドラ誘致の要望書と署名

を提出する予定です。 

 なお、朝ドラ誘致に賛同する署名数は、名

古屋市や水泳連盟などの関係団体も含めた橋

本市取り扱い数が５月末日現在で５万7,315

筆、岐阜市で朝ドラ誘致に取り組んでいる市

民団体の会が集めた署名が５月20日現在で16

万1,389筆で、合計21万8,704筆となっていま

す。 

 次に、本年のガンバレの日のイベントにつ

いては、８月11日を含む１日から14日までの

２週間をオリンピックゴールドメダリスト顕

彰ウイークとし、県立橋本体育館でパネル展

示や署名ブースなどを設置し、前畑秀子さん、

古川勝さんの偉業を顕彰するとともに、市民

の朝ドラ誘致の機運をさらに高めていきたい

と考えています。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君、再質問

ありますか。 

 ５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）大変ありがとうござい

ました。すばらしい活動の数々、本当に感謝

の言葉しかございません。星の数ほどと申し

上げましたけれども、橋本市６万1,389人、21

万8,000ですよ。本当にすばらしい皆さんのお

志を頂戴して、３市の市長がＮＨＫの上田会

長のほうに陳情していただけると、本当にす

ばらしい、本当に実現に向けて大きな形にな

ったなというふうに思います。 

 一つ懸念するのが、先ほども冒頭で申し上

げましたけれども、ＮＨＫというのは結果を

求めます。当然、視聴率です。視聴率の話で

す。私どもが何回かプロデューサーとお会い

したときも当然その話をします。一番最初に

言われたのが、署名の数を何十万と持ってき

ても、それは作品決定の参考にはならないと、

このように何回も申し上げられました。ここ

にいらっしゃる部長の方でも私と一緒に同席

をしていただいてＮＨＫのプロデューサーに

お会いしたときに、その言葉を多分耳にされ

ていると思います。当然、視聴率なんです。

ですから、その視聴率の根拠となるものをこ

れからつくっていかないといけないと思うん

ですが、これは老婆心ながらお話を伺いたい

んですけれども、だから、この作品を放送す

れば間違いなく世論の賛同を得られて高視聴

率につながるだろうという、そういった制作

サイドの根拠の話です。当然、署名数は今申

し上げたようにすばらしい、星の数ほどの署

名を持っていけば当然大きな、プロデューサ

ー・サイド、ＮＨＫの上田会長の心を揺り動

かす一つの大きな要因になろうかと思うんで

すが、部長にお話を伺いたいと思います。あ
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と、戦略的に誘致活動として必要なものは何

でしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）誘致の可能性

を高めていくというのがこれから非常に大事

になってくると思います。私としては、概ね

二点考えておりまして、まず一点としては、

やはり橋本市民のこの朝ドラ誘致に対する機

運をさらに醸成していくという、この市民の

盛り上がり、これを仕掛けていくということ

が一つは非常に大事で、その盛り上がりに対

してマスコミあるいはＳＮＳ等で情報を発信

していく、また、ＰＲしていくという、こう

いうことをいわゆる市外に向けて発信をして

いくという、これが一点と、もう一つはやは

り引き続きＮＨＫさんに対して、７月にも会

長さんのほうへ要望書を提出に行くわけなん

ですけども、やはり引き続いてこのＮＨＫさ

んに対する情報の収集と、やはり営業といい

ますか、誘致活動を続けていくということが

さらに可能性を高めていく、こういうことに

なろうというふうに思っております。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君、再質問

ありますか。 

 ５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）ありがとうございまし

た。安心いたしました。３市の首長がＮＨＫ

に行って陳情で終わりではないというお話を

伺って安心いたしました。勝負はこれからで

す。2017年の下期から2018年のもう本当に前

半ぐらいまでに勝負が決まるんじゃないかな

というふうに思います。ですから、2019年の

４月スタート、これを意識してほしいと思い

ます。何度も申し上げますが、100作目がエポ

ックメイキングな作品です。ですから、ＮＨ

Ｋサイドとしては対策を持ってくる可能性が

ありますので、テーマはオリンピックという

ことが十分に考えられますので、ぜひ予定ス

ケジュール、タイムスケジュールを少し前倒

しにしてでもそういった戦略を考えていただ

きたいなというふうに思います。 

 部長のお話を聞いて安心いたしました。も

う一つ具体的なお話が出るかなというふうに

思ったんですが、私もテレビ制作を長い間し

ておりました。報道関係ですけれども、それ

でも気にしていたのが、当時でもビッグデー

タというキーワードです。皆さん例えばグー

グルで、あるいはヤフーで、検索で前畑秀子

というふうに今、たたけば、本当にいろいろ

なサイトが紹介をされております。橋本市が

誘致を進めている公式ホームページも本当に

上のほうにのぼっていまして、本当に一般の

皆さんが興味がある事象だというふうな認識

をされております。このビッグデータという

のは制作サイドも本当に意識をされておりま

す。 

 今、部長がおっしゃっておられました市民

の気運の醸成というのはとても大事です。そ

れは橋本市民だけに限らず、一般の皆さん全

ての気運の醸成というか、オリンピックに向

けて、一番最初にオリンピックをとった日本

人の物語というのは、これからいろんなとこ

ろで話題にしていける戦略的なものが本当に

必要になってこようかと思います。そのため

にいろいろとイベントなども仕掛けていただ

けると思うんですが、一つ気になったのが、

８月11日です。 

 ８月11日、いまだかつて、職員の方に８月

11日って何の日でしたっけというお話を冗談

ぽく聞いたら間髪を入れず、山の日ですよ、

坂口さん、山の日は休みですよというような

ことが返ってきます。ああ、そうですね、山

の日なんだとか思いながら、ああ、８月11日

は山の日なんだと思いながら、ああ、そうだ

そうだ、こういう認識というか、８月11日は

ガンバレの日なんです。ですから、オリンピ
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ックウイークをとっていただくのもいいと思

うんですけれども、８月11日というのは具体

的にそのオリンピックウイークの中でも何か

イベントを仕掛けていらっしゃるのか。今、

考えていないけれども、これからやっていく

おつもりなのか。そんなこともちょっとお話

を伺ってみようかなと思います。いかがでし

ょうか。 

○議長（岡 弘悟君）総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）８月11日につ

きましては、壇上のほうでもご答弁させてい

ただいたとおり、オリンピック金メダリスト

顕彰ウイークということで、11日に特定した

わけではないんですけども、その２週間を前

畑さん、そして古川さんの顕彰週間というよ

うな形で市民の皆さんの機運を高めていこう

というふうに考えております。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君、再質問

ありますか。 

 ５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）では、よろしくお願い

いたします。 

 今後の活動予定について、岐阜市議会のほ

うの内容もちょっと頂戴しておりますので、

ご紹介をさせていただきまして、この案件に

つきましてはクロージングをしたいと思いま

す。 

 岐阜市当局の方の答弁内容です。本市とし

ましても、平成29年の信長公450プロジェクト

に続く市にゆかりのある著名人を活用したシ

ティ・プロモーション事業として、引き続き

名古屋市、橋本市と協力して推進してまいり

たいと思いますという、大変力強いお言葉を

頂戴しております。 

 なお、細江市長もこの３市で集めた署名を

持ってＮＨＫの上田会長のところに行くとい

う予定になっておりますので、皆さま方の思

いというものをしっかりとお届けしてまいり

たいと、このようなご答弁を頂戴をしており

ます。これは信田議員に対しての細江市長の

ご答弁です。大変、４月の３市の市長の皆さ

んがそろって陳情をしていく、本当に大きな

成果がありますことを期待しながら、１項目

めの質問を終わらせていただきます。 

○議長（岡 弘悟君）次に、質問項目２、設

立準備が進むＤＭＯの地域活性化の役割、課

題と組織づくりの進捗に対する答弁を求めま

す。 

 経済推進部長。 

〔経済推進部長（笠原英治君）登壇〕 

○経済推進部長（笠原英治君）おはようござ

います。 

 まず、ＤＭＯの地域活性化の役割でござい

ますが、これは地域の魅力を観光客に提供す

ることであり、いわゆる観光事業者と言われ

る宿泊施設、交通機関、土産販売のみに限ら

ず、従来の観光資源とはなり得なかった地域

の資源を活用したさまざまなテーマによる体

験メニューなどを提供することにより、事業

者への経済効果や市民意識の向上を図ること

です。 

 具体的には、農山村の活性化、小規模事業

者・商店の活性化、文化歴史の継承と地域コ

ミュニティの向上、新たな観光資源の発掘、

転入定住促進などをテーマに新たなツーリズ

ムを展開することにより、観光関連事業者の

みならず、すそ野の広い経済効果が期待でき

ます。 

 次に、ＤＭＯ設立に関する課題としまして

は、専門人材の確保・育成、財源の確保、ま

た行政との機能分担などが主な課題です。ま

た、従来の観光振興ではイベントなどの一過

性の集客策に終始し、地域全体の取り組みと

なっていないことも課題となっています。観

光による地域活性化のためには、観光施設周

遊型ではなく、体験・交流等により地域内を
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回遊・滞在してもらう観光の地域づくりをめ

ざす必要があります。 

 次に、組織づくりの進捗についてですが、

先月の５月16日に第２回目のＤＭＯ設立準備

会を開催したところ、会議には36名の出席が

あり、事業計画について議論いただきました。

今後、事業計画や収支計画についての議論を

重ね、平成29年10月に法人を設立する予定で

す。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君、再質問

ありますか。 

 ５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）ありがとうございまし

た。着々と準備が進められている進捗状況は

安心いたしました。 

 六つぐらいお話を伺います。 

 ずっと心配をしておりますＤＭＯ設立に向

けて、地域住民あるいは各関係団体との協力

というのが必須事項です。というか、これは

なくてはならないものだと思います。着地型

観光を生んでいくためにはどうしても必要な

ものだと思うんですが、３月の議会でもお話

をさせていただきました、着地型観光という

のはどういったものなのか。この議場にいら

っしゃる方でも着地型観光というのはあまり

よくご存じない方がいらっしゃるかもしれま

せんが、そのご説明をつけ加えていただきな

がら、地元住民の理解と協力が最優先される

と思うこの着地型観光商品の造成販売につい

ては、どのように協力が得られる方策をとっ

ていらっしゃるんでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）まず、着地型

とこれに反して発地型という観光事業がある

わけなんですが、発地型というのは従前の、

大規模なエージェントさんがいろんな地域か

らお客さんを集客して目的地へ連れていく、

そういうのが発地型の観光システムです。着

地型というのは来ていただく場所においてお

客さんを集客していく、そういう取り組みで

す。もともと橋本市もこの発地型ではいろん

な観光事業者が、例えば老人会であったり自

治会の組織、いろんな団体さんを連れて市外、

県外に行かれたと思います。それに対して、

地域が魅力をしっかり伝えてお招きするのが

この着地型観光であります。 

 今回設立しようとしておるＤＭＯは、体験

型商品を構築するにあたって、地域住民であ

ったり、農家、団体等の協力が必要でありま

して、行政とともに調整を行っていくべきと、

これは私どもも考えております。その地域と

の調整ができるのが、従前のエージェントさ

んではなくして行政の強みであると考えてお

ります。ＤＭＯとともに観光による地域振興

を進めていきたいと考えております。 

 その理解につきましては、地域の理解を得

るためには、地域にお金が落ちる仕組みをつ

くることこそがＤＭＯの役割であることを理

解していただける、また、協力していただけ

るものと考えております。そういうお金をつ

くる仕組みづくりを積極的に地域とともに歩

んでいきたいと考えております。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）ＤＭＯの本当に目玉で

すよね。地域活性化の、地元住民の皆さんを

中心にして、何とおっしゃいましたっけ、ご

高齢の方も本当に参画できるような、地域住

民の皆さんが本当に参画できる、着地型旅行

商品というのはそういったものだと思います。

今、部長がお話をされたように発地型と着地

型の旅行商品があるんですが、着地型という

のはどうしても地元の理解が得られないとつ

くれないものだと思います。 

 一つ、組織づくりについてなんですが、一

番懸念しておりますのが、いわゆるプロの、

旅行代理店との関係もあるんですけれども、
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着地型商品の造成販売であったりとか、ラン

ドオペレーターのそういうオペレーションが

できる方を実際にその組織づくりの中に入れ

ておられるのか。大変失礼な言い方ですけれ

ども、素人集団では実利性を、利益を生むよ

うな持続性のある組織にはならないと思うん

ですけれども、もうそのあたりは部長を中心

にしてお話をされていると思うんですが、実

利ですね。いわゆる実行部隊ですね。着地型

商品の造成販売、ランドオペレーター等のプ

ロのスタッフというのは、組織づくりの中に

は入れていらっしゃるんでしょうか。 

 これはこれからの課題だとおっしゃればそ

うなんですが、もう日も近いですから、もう

７月ですから、もうすぐすると。10月をめざ

しているんですから、そのあたりは実際にプ

ロのスタッフというのは入れておられるのか。 

 それともう一つ、抱き合わせてお話を伺い

たいと思いますけれども、設立準備会の団体

の皆さんのモチベーション、三十数回、今ま

でやられたというふうにおっしゃってました

よね。ごめんなさい、２回目のＤＭＯの設立

準備会、36名の皆さんが集まっておやりにな

ったということなんですが、各団体のモチベ

ーション等、これは金もうけになるなと、こ

れはしっかりとしたビジネスになるなという

手ごたえをお持ちになって皆さんは当然参画

していらっしゃるんでしょうか、どうでしょ

うか。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）まず、組織に

ついてですが、ＤＭＯ自身が自ら稼いでいく

ことが大事だと考えております。そういう意

味から、マネジメント能力と多方面にネット

ワークの厚い方を組織のトップに据えたいと

いう思いで、ただ今、市長と調整しておりま

す。この方についてはほぼ確定してくると思

います。その方のもとで、ＤＭＯの社員教育

に関しては今かかわっていただいておる日本

版ＤＭＯの第一人者とも言われておる近畿大

学の教授をはじめ、商品開発や観光プロモー

ション、おもてなし接遇、システムの構築な

どの専門家の方に、さらにはＤＭＯに今度参

画されてくる企業の代表者や社員のそういう

指導やアドバイスをしっかり受けて指導して

いかねばならないというふうに考えておりま

す。 

 それと、今、設立メンバーのモチベーショ

ンについてお尋ねあったんですが、36名の出

席者の中には必ずしも観光事業者だけの方と

は限りません。観光事業者の中では交通関係

事業者、これは二次アクセスの交通事業者も

含めてなんですが、宿泊施設、宗教法人であ

ったり、観光協会、商工団体、それと農業法

人、地方銀行なんかも参画しております。食

品加工販売企業、それと行政、こういったと

ころが参画していただける予定なんですが、

モチベーションとしましては、その会議の中

である企業の方から、一つのそういった事業

所ではこういった取り組みには限界があって、

いずれこのような連携組織ができることを必

要だと思っておったという、そういう意見で

あったり、戦略の内容をお話しさせていただ

くと、非常に網羅的で、よい切り口だと思う

とか、ＤＭＯによってみんなが見たい、行き

たい、食べたい、泊まりたいというような、

そういった地域をできるだけ早くつくってほ

しいということでありました。 

 具体的にこれから株式会社でいう出資金、

今回、出捐金のお話もしていくわけなんです

が、もう既に出捐金をどれだけお支払いさせ

ていただければよろしいんでしょうかと、そ

ういうお話も事業者側からあります。全体的

としては、早くこのＤＭＯを立ち上げるのが

一番いいのではないかという、そういう気持

ちを持たれておるので、モチベーションとし
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ては非常に高いと感じております。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）ありがとうございまし

た。では、部長のお言葉を信じまして、私、

質問事項に加えていたんですが、持続的に経

営母体として利益を生んでいける組織になれ

る見通しがありますかというお尋ねは、これ

はもうしなくても大丈夫ですね。 

 これ一番大事なことなので、いつまでも行

政がてこ入れをするようなものではなくて、

民間の皆さんがしっかりと橋本市の観光ある

いは周辺の１市３町を含めて高野山麓の観光

行政というのを引っ張っていっていただける

ようなものになると信じてよろしいんでしょ

うか。これは非常に大事なことですので、ま

た、経済建設委員会でももんでいけると思う

んですけれども、ビジネスとして、金もうけ

として地域の活性化に寄与できるのかどうか、

これは非常に大事な質問になろうかと思いま

すので、そこのところだけもう一度確認の意

味でご答弁をいただいてよろしいでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）持続的に経営

母体としてしっかりＤＭＯをやっていけるの

かというおただしやったと思うんですけど、

このＤＭＯ、最初のうちはやっぱり国の補助

金であったり行政、民間の受託事業を受けな

がら、それから自らも商品、サービスを造成

して販売して収入を得ていきたいというふう

に考えております。来年度、平成30年度から

旅行商品の販売を始めていく予定です。それ

とあわせていろんなプロモーション活動も行

ってまいります。その後、お土産の新商品開

発であったり、店頭だけにかかわらずネット

販売なんかでもそういったものを販売してい

きたいと思っております。 

 ＤＭＯは決してお金もうけだけのための組

織ではないというふうに私は感じております。

地域の事業者が、地域がもうかって初めての

ＤＭＯだと思っております。そういうことか

ら、その地域の経済効果を創出するほうが優

先されるものだと思っております。そんな中

で情報提供や商品、サービスの造成支援など

もＤＭＯでは旅行者と地域の事業者を結ぶ中

間支援組織としての機能に重きを置いていく

ことが大切だと思っております。 

 参考なんですが、先日、これは読売新聞に

載っておったんですが、田辺市の熊野ツーリ

ズムビューローの売り上げが前年度の決算報

告ありまして、３億円を超えていました。こ

れはいわゆるフィーの部分で３億円を超えて

おるんで、全体の本当にお客さまがお支払い

しておる部分であればもっと、この７倍、８

倍ぐらいになってこようかと思うんですが、

これが前年度３億円。１年前が２億円に達し

ておりませんでしたので、わずか１年の間に

１億2,000万円の収益増となりました。 

 これはいろんな取り組み中でこういう結論

が出ておるんですが、熊野のビューローにつ

きましても、やっぱり約10年ほどかかってこ

ういう状態になってきております。そういう

部分もいいところは吸収をしっかりしながら、

できるだけ早い、経営母体をしっかり築いて

いきたいというふうに考えております。 

 以上であります。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）ありがとうございまし

た。いくぶん安心をいたしました。 

 念のために伺っておきます。 

 世界遺産追加登録を受けました黒河道なん

ですが、黒河道をテーマにした体験プログラ

ム、今いくつかイベント等も企画はされてい

らっしゃると思うんですけれども、部長が今、

想定されておられる、これはこれからＤＭＯ

が実際にいろいろともんでいくんだろうと思

うんですが、どのような商品開発が考えられ
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るんでしょうか。本市にとっては非常に観光

資源の一つとして今、考えられているもので

すので、黒河道をテーマにした体験プログラ

ムはどのような商品開発が考えられるか。そ

れは本市の地域活性化またはお金が落ちる仕

組みにつながっていくんでしょうかというお

話を伺えればと思います。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）既に第２回の

準備会の折に皆さまにご説明させていただい

てはおるんですが、ＤＭＯはテーマに基づい

て具体的な商品を企画してまいりたいと考え

ております。そのテーマとして、例えば世界

遺産、紀伊山地の霊場と参詣道を活用した体

験型観光の推進であったり、また、豊富な自

然と農産物、文化資源を生かしたニューツー

リズムの推進などもしていきたいというふう

に考えております。 

 ＤＭＯエリアならではの昔ながらの伝統食、

食事であったり、農産村のたたずまい、里山

や河川とともにある暮らしの体験メニューを

商品化していきたいというふうに考えており

ます。 

 ターゲットは世界遺産や歴史文化、地場産

品を求めるＤＭＯエリアとその周辺、関西地

域周辺だと考えておるんですが、これがメイ

ンターゲットになりまして、あと、パワース

ポット、スピリチュアルスポットとして高野

山や熊野古道に興味を持つ層が来ていただけ

るように全国にしっかりプロモーションして

いけるものだと考えております。 

 必ず宿泊伴わなくても、日帰りの観光農園

で果実狩りをしていただいたり、農家民泊な

どと組み合わせて農業体験、観光農園での収

穫体験などを商品化することによって、地域

にお金を落としていく仕組みづくりをつくっ

ていきたいというふうに考えております。 

 以上であります。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）いろいろと考えていた

だいているようで安堵いたしました。もちろ

ん、この前提条件としましては、地域住民の

皆さんのご協力があってこそという今の部長

のプログラムの造成だろうと思います。 

 再度、何回も繰り返しお願いを申し上げま

す。地元住民の理解と協力というのは、これ

は絶対的な条件です。今まで汗を流してこら

れた黒河道、いろいろと整備をされてこられ

る方々、本当にいらっしゃると思います。そ

ういった方たちには十分な説明と協力体制を

得られるような、今後も努力をしていただき

たいと思います。これはお願いです。よろし

くお願いいたします。 

 それと、今、観光庁のホームページでは、

今、設立準備が進められている地域連携ＤＭ

Ｏについては、きのう現在で高野吉野路ツー

リズムビューロー（仮称）となっておりまし

た。これは観光庁が掲載されているホームペ

ージからの情報です。ＤＭＯ自体、非常にわ

かりにくい、一般の皆さんにとっては到底Ｄ

ＭＯというのは何のこっちゃという話になろ

うと思うんですが、市の職員の方に伺っても、

３カ月前あれほど私が冗談っぽくＤＭＯの略

称等もご説明をしたんですけれども、なかな

か皆さんにまだ浸透していない状況。なかな

か橋本ＤＭＯというふうなネーミングをつけ

られましてもなかなかぴんとこないと、市民

の皆さんには到底理解が得られないんじゃな

いかというふうに思うんですが、高野吉野路

ツーリズムビューローといっても、ツーリズ

ムビューローといっても英語ですから、何の

こっちゃわからんというふうに言われたらそ

うなんですが、何か今、ＤＭＯのネーミング

についてはどのようにお考えになっているの

か。一案としましては、一般公募されてもど

うかなというふうに思うんですが、部長はど
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のようにお考えでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）今、議員から

おただしありましたように、仮称で高野吉野

路ツーリズムビューローと名称を呼んでおる

わけなんですが、現在この名称につきまして

は準備会の委員に募集提案しております。第

３回の会議で複数の提案が出てこようかと思

います。その中から準備会で選考していきた

いというふうに考えております。 

 一般公募については、その状況をしっかり

見て、一般公募についても検討していく余地

はあろうかと思います。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）ありがとうございまし

た。 

 できれば、皆さんにできるだけ理解されや

すいような、何が何でもＤＭＯという３文字

を入れなくても別に私は構わないと思ってい

ます。できるだけ皆さんに理解が得られるよ

うな地域連携、広域の観光の枠組みのネーミ

ングができればいいなというふうに思います。 

 あと、部長が３月議会でおっしゃっていま

した東大阪との広域連携ＤＭＯです。これを

有益なものにする商品開発というのを大変楽

しみにしております。 

 ただ、2019年のラグビーワールドカップに

ついて、どうなんでしょうか、実際に東大阪

の近鉄花園ラグビー場で観戦をされたお客さ

まが地方に来られるというのは、イメージ的

には少し考えにくいかなと思うんですが、そ

のあたり、自身を持って広域連携ＤＭＯのお

話をされていた部長なんですが、どのような

プログラムが実際に考えられるんでしょうか。

ワールドカップの観客をターゲットというの

はなかなか少しぴんとこないと思うんですが、

そのあたりはいかがでしょう。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）３月以降の東

大阪市との進捗につきましては、もう既に東

大阪市ＤＭＯの会員に本市はなっております。

会議にもオブザーバーとして参加させていた

だいております。ワールドカップの話もあっ

たんですが、私どももう最初から考えておる

のは、この東大阪市とは訪日教育旅行客を中

心として橋本市のＤＭＯエリア内で教育旅行

商品を造成して、それで受け入れていきたい

というふうに考えております。 

 例えば農家民泊や就農体験プログラム、そ

ういったことを提供してまいりたいと思って

おります。具体的に実は、東大阪ツーリズム

振興機構からこういったモデルプランどうで

すかというお話をいただいております。少し

紹介しますと、１日目に東大阪市のものづく

り企業、これは宇宙開発にもかかわる部品製

造の工場を見学していただいて、２日目に橋

本市へ来ていただいてフルーツ狩りなどの日

本の農村体験、場合によっては高野山の宿坊

で泊まっていただいて、翌日この周辺、例え

ばカヌーであったりハンググライダー、そう

いった和歌山の自然体験をして、その夜も農

家民泊していただく。最終的に、ユニバーサ

ルスタジオジャパンへ行っていただいて、お

帰りになられると、こういったプランを具体

的に東大阪市側から提案いただいております。 

 これから、そういったものも含めて、ほか

の商品も具体的に協議しながら企画してまい

りたいというふうに思います。 

 以上であります。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）残り時間の制約もあり

ますので、あと一つ、二つということにさせ

ていただきます。私も大変、観光行政につい

ては興味がありますので、残り時間を目いっ

ぱい使いながらお話を伺いたいなと思ってい

ます。 
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 日本版ＤＭＯなんですけれども、ＤＭＯと

いうのは、欧米のＤＭＯについてはＣＥＯは

トップの男性以外、あとはＣＥＯは全て女性

という、そういった組織づくりもあります。

女性目線という観光商品プログラムというの

はとても大切だと思うんですが、10月に設立

されている本市が中心になる地域連携ＤＭＯ

については、女性目線の組織づくりというの

はどのようにお考えなのかをお話しください。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）ＤＭＯの社員

選考にあたりましては、議員おただしのとお

り、女性の視点で商品づくりを意識した、そ

ういった構成が大事だというふうには考えて

おります。専門的な知識であったり、女性の

目線を意識した組織を構築するために、現在

調整を進めておるわけなんですが、次回、８

月末頃を予定しております準備会の中である

程度具体的な組織の提案ができるものと考え

ております。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）ぜひ、女性目線をしっ

かりとした意識をした商品プランを、商品プ

ログラムをつくっていただきたいと思います。

着地型旅行商品というのは地域連携ＤＭＯの

まさに命です。ぜひ、いろいろな女性目線を

生かした商品づくりをしていただけるような

スタッフを入れてやっていただけるようにお

願いいたします。 

 経済建設委員会で今後もいろいろともんで

いかれると思うんですが、最後の質問になろ

うかと思います。 

 この組織づくりについてなんですけれども、

連携する自治体ですけれども、よく言われま

すけれども、現在どういった枠組みで、連携

自治体で組まれているのか。もし、それにつ

いての障壁があるのであれば、高野山麓の文

化圏あるいは経済圏で枠組みをつくっていけ

るのが理想的だと思うんですが、どういった

ことが今現在、障壁になっているんでしょう

か。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）少し焦点が外

れるかわからんのですけど、これからの観光

振興というのは、３月議会でもお話しさせて

いただいたとおり、行政や観光関連事業者中

心の旅行振興から、他産業とか、議員もおた

だしの住民も一体となって旅行者を受け入れ

る、そういった観光地域づくり、そういった

ことが大事ですし、そういうふうに変化が求

められておると思います。 

 そういう状況の中から、行政は頑張る企業、

事業者に寄り添いながら徹底的に消費者目線

で観光振興、事業者を応援していくことが大

切だと考えております。だからこそ、行政、

自治体連携については、引き続いて確立して

いけるように努力はしますが、周辺地域も含

めたこのエリアの事業者連携をまず積極的に

優先していきたいというふうに考えておりま

す。 

 以上であります。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）残り時間も少なくなっ

てまいりましたので、単刀直入に伺います。 

 連携する自治体は現在どこを想定していら

っしゃるんでしょうか。その枠組みというの

は、10月の設立準備会に向けて、引き続きそ

の枠組みというのは安定的な枠組みをつくれ

るように努力をしていただけるんでしょうか。

そこだけ。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）行政間の地域

連携につきましては、現在、かつらぎ町と、

これは地方創生の広域連携事業として一緒に

申請して、交付金の申請なんかも一緒にして

いくわけなんですが、あと、高野町につきま
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しては、実は、奈良県南部の吉野大峯観光圏

で昔からある歴史的文化圏として、吉野町や

野迫川村、黒滝村、天川村と、場合によって

はＤＭＯをつくろうとされておるようです。

それ以外にも、高野町は今の観光協会をＤＭ

Ｏに格上げしようというふうなお考えもある

ようです。 

 それぞれの自治体でいろんな観光振興から

地域振興という取り組みをされておる中で、

必ずしもＤＭＯの中にきっちり参画していた

だかなくても、東大阪市ともあるように、お

互いオブザーバー的に準会員として、ＤＭＯ

同士の地域連携をすることが大きなエリアで

お客さんをお招きできることにつながってこ

ようかと思っております。 

 そういったところで、九度山町もそうなん

ですけど、できるだけ行政連携というのは当

然、地域の住民とのかかわりがありますので

大事なんですが、まずそういった、それぞれ

の自治体の意見を尊重しまして、それぞれの

ＤＭＯと連携していきたいというふうに考え

ております。 

 以上であります。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）わかりました。ありが

とうございました。この件につきましては、

引き続き、経済建設委員会でいろいろともん

でいただきまして、委員の皆さまには引き続

き、ＤＭＯをより実効性のある、地域に有益

なものになりますように、ご意見をいただき

ながら実りの多い組織にしていきたいなとい

うふうに思います。 

 ２項目めの質問については以上になります。 

○議長（岡 弘悟君）次に、質問項目３、ナ

ショナルチームのキャンプ地誘致活動の取り

組みと進捗に対する答弁を求めます。 

 教育部長。 

〔教育部長（曽和信介君）登壇〕 

○教育部長（曽和信介君）2020年に開催され

る東京オリンピック・パラリンピックに向け

てのナショナルチームキャンプ地誘致活動に

ついては、昨年の６月議会で坂口議員の一般

質問でお答えしたとおり、オリンピック大会

組織委員会を通じてキャンプ地候補としての

情報を提供する場合、本市の保有する運動公

園の各施設や県立橋本体育館が国際競技連盟

の示す高い技術要件をクリアする必要があり、

そのための施設改修や器具購入にかかる費用

等が相当の額になること、また、宿泊施設に

おいては、飲食サービスの柔軟できめ細やか

な対応やドーピングに対する知識・対応等が

必要であり、このようなキャンプ地誘致に係

る基準や条件を検討した結果、本市が現在直

面している厳しい財政状況の中で費用等の捻

出は非常に困難であることから、キャンプ地

誘致は断念せざるを得ないと答弁させていた

だきました。 

 今回、議員おただしの、その後のキャンプ

地誘致活動の取り組みと進捗については、前

回お答えした状況から変わっていないことか

ら、進めていないのが現状です。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君、再質問

ありますか。 

 ５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）新教育部長の本当に、

内容はともあれ、すばらしいご答弁をいただ

きましてありがとうございました。 

 なかなか３月、前回お話ししたオリンピッ

クの誘致関係、なかなか手のひらを返すよう

に、さあやりますというふうにはなかなかい

かないというのはよくわかります。 

 一つ私も勉強させていただこうと思うんで

すが、県立体育館ですけれども、本市が指定

管理を受けてスポーツ振興公社に業務をお願

いしているんですが、この県立体育館につい

てはどういったところの費用がかかってハー
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ドルになっているのか、お話をしていただけ

ますか。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）まず、大会組織委

員会の事前トレーニングキャンプ地の候補ガ

イドの掲載につきましては、まず、第一点目

として、練習施設の競技団体の技術要件を満

たす仕様等が必要となります。例えば、検討

した中にバスケットボールのコートの場合、

２面以上という条件はクリアできております。

ただし、そのコート間は国際基準でいいます

と７ｍ以上、この県立体育館については5.4

ｍになっており、この基準がクリアできない。

柔道競技につきましては、２面とれるんです

けれども、照明の明るさが1,500ルクス以上

1,800ルクス未満という、そういう条件があり、

当体育館の条件とは一致しないということで

ございます。あわせて、一番可能性のあった

バレーボールにつきましては、ほぼ基準がク

リアできるものの、タラフレックス、塩化製

のビニルシートの素材のマットでございます

が、それを一面敷き詰める費用としては数百

万円がかかるということもありました。それ

と、用具につきましても、メーカー指定の用

具を準備すること等の条件があり、財政的に

非常に厳しいという判断で断念をしたという

経緯になります。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）わかりました。財政的

に無理なものは無理です。だから、やめとき

ましょう。ただ、やめるのは簡単なんですけ

れども、県からの助成金であったりとか、ｔ

ｏｔｏのスポーツ振興助成金であったりとか、

そういったところの可能性というのは研究は

されたんでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）この一番最初の応

募にかかわる必須条件としましては、キャン

プ地に係る一切の責任と費用負担は自治体が

負っているということの注釈もあった上での

応募で、手を挙げるときには慎重に手を挙げ

なさいという意味の注釈もついております。

そういうことで、今のところ県の補助等につ

いてはないというふうに認識しております。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）わかりました。私もい

ろいろと研究をさせていただきまして、事前

合宿誘致の成果というのは非常に十分な財政

体力がない自治体では難しいということもよ

くわかりました。これは野村総研の地方創生

の緊急提言の中の論文なんかも私は読ませて

いただいたんですが、非常に厳しいことがよ

くわかりました。 

 ですが、本市としましては、教育行政とし

ましては、教育委員会としましては、教育長

にお話を伺いたいんですけれども、2019年、

2020年の子どもたち、橋本市立の小学校、中

学校、テレビではオリンピックを盛んにやっ

ている、東京のオリンピックの会場に行けな

い子どもたちにとって、橋本市の教育委員会

はそういった子どもたちにオリンピックとい

うキーワードで夢と希望を与えるためには、

何かソフト面で考えておられるのか。 

 朝ドラの「ひよっこ」なんかでは、奥茨城

村では聖火リレーなんかも企画してましたよ。

本市では何かそういったソフト面では企画を

されるおつもりというのはあるんでしょうか、

どうでしょうか、教育長。 

○議長（岡 弘悟君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）お答えします。2016

年７月にオリンピック・パラリンピック教育

に関する有識者会議の中で、オリンピック・

パラリンピック教育の推進に向けての最終の

報告が出ております。 

 その中で、三点あるんですけども、オリン

ピック・パラリンピックの教育というのは、
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まずはスポーツの意義や価値等に対するいわ

ゆる市民の理解、関心を向上させる。二つ目

は、障がい者を含めた多くの国民の小さいと

きから高齢者までの生涯を通じたスポーツへ

の主体的な参画、いわゆる、する・見る・支

える・調べる・つくるの定着・拡大、そして、

三点目が児童生徒をはじめとした若者に対す

る、これからの社会に求められる資質・能力

等の育成、これを基本にしてオリンピック・

パラリンピック教育を進めていきましょうと

いう提案をいただいています。 

 本市としましては、当然、皆さんご存じの

とおり、中村智太郎君がパラリンピック出場

に向けて鋭意努力されているところです。こ

この部分も非常に本市の誇りであり、中村智

太郎君に対するエール、声援等を教育全般の

中で行っていきたい。 

 それと同時に、今年度中に副読本、ＣＤ－

ＲＯＭとして完成をします。今年度中という

か、もうじきに完成の見込みです。その中に

は当然、前畑さん、古川さんのことが載って

おります。そういう部分でオリンピック・パ

ラリンピックに向けた教育を進めていきたい

と、そのように思っています。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）以上で終わります。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君の一般質

問が終わりました。 

 この際、10時45分まで休憩いたします。 

（午前10時31分 休憩） 

                     

                                           

 


